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緊急地震速報 (予報)の格納・配布に適したデータフォーマットの研究
Constructing applied Database System of Early Earthquake Warning information
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2004年の試験運用開始以来、緊急地震速報の有用性を向上させるための努力が行なわれてきた。そのためには発表し
た情報に対する評価・検証が重要であることは言うまでもない。しかし現状では、過去に発表された緊急地震速報のデー
タセットというものは提供されておらず、気象庁内部においても検索性に優れた使いやすいような形で存在しているわ
けではない。本研究では過去に発表された“緊急地震速報 (予報)”の (伝達ではなく)評価・検証について、それを行な
いやすくするためのデータフォーマットを検討し、データセットを作成する。

通常の情報 (予報・警報)として伝達される緊急地震速報については電文フォーマットが決まっており、それに基づい
て配信が行なわれている。このフォーマットによると伝達される緊急地震速報の情報は例えば次のようないくつかの特
徴を持つ。

・1つの地震に対して複数報 (不定数)発表される
・電文のサイズは不定である
・データ自体が階層構造を持つ

データセットのハンドリングのためにはデータフォーマットを策定してデータベースに格納するのが定石である。し
かし上記のような特徴を勘案すれば通常のリレーショナルデータベースを使用するのは得策ではない。そこで本研究で
はデータフォーマットとして階層構造を表現できる XML, JSON, YAML を検討した。その結果それぞれのフォーマット
に長所はあるが、本研究に充分なデータ記述が可能であるかを中心にシンプルさや規格の整備状況や将来性、利用でき
るデータベースシステムといった実用性等を勘案して JSONを採用することとした。
策定したフォーマットに従いデータ変換を行なった上、MongoDBを格納するデータベースシステムとして用いた。

2009年 10月から 2014年 2月までの 7124地震に対する緊急地震速報をデータベースに格納した。最終的なデータサイ
ズは 14.8MBである。
本発表では実際のデータフォーマットや実際にどのような検索が可能になったかなどを示す予定である。
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